
２００６年（平成１８年）１０月７日（土曜日） 【スポーツ】（１３） （第３種郵便物認可）

【武内プレス工業】
打安点振球

気 田 中 ６１０００
畿 川 上 ６２０３１
祈 丹 保 ５００２２
帰 三 木 ７１０３０
毅 佐 伯 ７３１２０
稀 森 田 ７２２２０
季 上 田 ７１０３０
機 松 下 ５１０２０
汽 長 井 ５１００１
犠盗併残失 ―――――
２５０灣０ 燼灑３烱４

【六花亭】
打安点振球

気 小 野 ６１０２１
毅 山 田 ７２０００
稀 田 中 ４００１３
季 岡 部 ７３１００
畿 山 縣 ６２３１１
帰 松 岡 ６００２０
祈 斉 藤 ６１０４０
機 片 山 ５００１１
汽 松 永 ５１０３０
Ｈ 青 山 １００００
５ 池 田 ０００００
犠盗併残失 ―――――
０１２瀾１ 燧瀾４炙６

【少年女子共通砲丸投げ・決勝】佐
藤あずさ（帯農高３年）は不調なが
らもベストを尽くす投てきを見せた

野

球

６
日
は
陸
上
競
技
の
少
年
女
子
共
通
砲
丸
投
げ
で
佐
藤
あ
ず
さ
歉
帯

農
高
３
年
歐
が
灣
陰
狡
で
３
位
と
欷
少
年
女
子
Ｂ
歉
中
学
３
年
・
高
校

１
年
の
部
歐
か
ら
数
え
て
３
年
連
続
の
表
彰
台
を
射
止
め
欷
少
年
女
子

Ａ
歉
高
校
２
・
３
年
の
部
歐
百
陰
で
は
福
島
千
里
歉
帯
南
商
高
３
年
歐

が
瀲
秒
狒
で
２
年
連
続
の
３
位
入
賞
を
遂
げ
た
盜
軟
式
野
球
一
般
Ａ
の

北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
し
た
六
花
亭
は
１
回
戦
で
９
月
の
天
皇
賜
杯

全
日
本
大
会
ベ
ス
ト
４
の
武
内
プ
レ
ス
工
業
歉
富
山
歐
と
延
長
十
五
回

に
及
ぶ
熱
闘
の
末
欷
４
｜
３
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
欷
３
年
連
続
初

戦
白
星
と
し
た
盜

歉
大
野
篤
志
欷
中
津
川
甫
歐

ス
タ
欟
ト
の
遅
れ
が
響
く

陸

上

２
年
連
続
で
３
位
入
賞
の
福
島
千
里
歉
帯
南
商
高
３
年
歐

灣唖狡で３位入賞の佐藤あずさ（帯農高３年）。３年連続
の表彰台に上った

【少年女子Ａ百唖・決勝】３位でゴールした福島千里（帯南商高３年、中央）。左は優
勝の嬾橋萌木子（埼玉栄高３年）、右は４位の岡部奈緒（市船橋高３年）

ライバル嬾橋らに遅れる

「いつか抜かしたい」

福

島

力
出
し
切
り
３
年
連
続
表
彰
台

歉
６
欷
７
日
・
神
戸
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
歐

初
日
の
６
日
は
男
女
瀾
種

目
の
決
勝
な
ど
を
行
檸
た
盜

少
年
女
子
共
通
砲
丸
投
げ

は
欷
佐
藤
あ
ず
さ
歉
帯
農
高

３
年
歐
が
灣
陰
狡
欷
少
年
女

子
Ａ
百
陰
は
福
島
千
里
歉
帯

南
商
高
３
年
歐
が
瀲
秒
狒

歉
追
い
風
０
・
７
陰
歐
で
そ

れ
ぞ
れ
悲
願
の
優
勝
を
逃
す

も
堂
々
の
３
位
入
賞
を
果
た

し
た
盜

第
２
日
の
７
日
は
欷
午
前

９
時
半
か
ら
の
少
年
男
子
Ｂ

走
り
幅
跳
び
予
選
に
皆
川
澄

人
歉
白
樺
学
園
高
１
年
歐
が

出
場
し
た
盜

欹
目
標
炳
陰
飮は
大
学
へ

緊
張
解
け欹
少
し
休
み
た
い
飮

佐 藤

射

撃

卓

球

六花亭サヨナラ勝ち
会場変え
延長事字回 山縣激闘に終止符

片
山
女叙鋤
球
投
げ
き
る

仲
間
を
信
じ
最
後
に
笑
顔

ハ
ン
ド
ボ
欟
ル

カ
ヌ
欟

歇
一
般
Ａ
１
回
戦
・
六
花
亭
歉
北
海
道
歐
｜
武
内
プ
レ
ス
工
業
歉
富
山
県
歐歃
粘
り
の
投

球
で
炒
イ
ニ
ン
グ
２
１
６
球
を
１
人
で
投
げ
欷
チ
欟
ム
の
勝
利
を
引
き
出
し
た
片
山
俊
平

六
花
亭
は
初
回
二
死
一
欷
二
塁
か
ら
山
縣
洋
介
が
先
制
と
な
る
右
越
え
の
２
点
二
塁

打
を
放
つ

訂

正

５
日
付
炯

面
の
欹
ス
ポ

欟
ツ
Ｐ
Ｒ
情
報
局
・
応
援
に

行
こ
う
飮
の
記
事
中
欷
帯
広

ミ
ニ
バ
レ
欟
協
会
創
立
炳
周

年
記
念
大
会
兼
第
灑
回
Ｏ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
杯
大
会
の
開
催
日
は
８

日
で
し
た
盜

少
年
女
子
Ａ
百
陰
決
勝
盜

ス
タ
欟
ト
合
図
の
音
に
福
島

千
里
歉
帯
南
商
高
３
年
歐
の

反
応
が
わ
ず
か
に
遅
れ
た
盜

欹
練
習
や
ア
蘖
プ
の
と
き
は

う
ま
く
い
檸
て
い
た
が
本
番

は
で
き
な
か
檸
た
飮盜
こ
の

差
が
響
き
欷
３
位
で
高
校
最

後
の
舞
台
を
締
め
く
く
檸

た
盜欹

力
ま
な
い
で
い
こ
う
飮

と
欷
平
常
心
を
貫
い
て
い

た
盜
右
隣
の
５
レ
欟
ン
を
走

る
の
は
今
夏
の
イ
ン
タ
欟
ハ

イ
覇
者
の
嬾
橋
萌
木
子
歉
埼

玉
・
埼
玉
栄
高
３
年
歐盜
ラ

イ
バ
ル
意
識
は
見
せ
ず
欷
あ

く
ま
で
も
自
分
の
力
を
出
し

切
る
こ
と
に
集
中
し
た
が
欷

最
後
は
出
遅
れ
た
差
を
詰
め

切
れ
な
か
檸
た
盜
２
位
の
中

村
宝
子
歉
静
岡
・
浜
松
西
高

３
年
歐
に
も
０
秒
瀾
差
で
敗

れ
る
ま
さ
か
の
展
開
盜欹
ス

タ
欟
ト
が
駄
目
で
そ
の
ま
ま

ず
る
ず
る
い
檸
て
し
ま
檸

た
盜
こ
れ
が
自
分
の
実
力
飮

と
素
直
に
結
果
を
受
け
入
れ

た
盜高

校
３
年
間
は
欹
い
つ
も

前
に
は
ラ
イ
バ
ル
が
走
檸
て

い
た
盜
す
ご
い
や
り
や
す
い

環
境
だ
檸
た
飮歉
福
島
歐盜
高

校
卒
業
後
は
進
学
先
の
大
学

で
陸
上
を
続
け
て
い
く
考

え
盜
目
標
は
今
と
変
わ
ら
な

い
盜欹
と
り
あ
え
ず
勝
て
る

選
手
に
な
り
た
い
飮

今
年
の
少
年
女
子
短
距
離

界
は
レ
ベ
ル
が
高
く
欷
会
場

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
何
度
も
繰

り
返
し
て
絶
賛
し
た
ほ
ど
だ

檸
た
盜
特
に
敗
れ
た
嬾
橋
と

中
村
に
つ
い
て
欹
ず
檸
と
こ

の
メ
ン
バ
欟
と
や
檸
て
い
く

と
思
う
盜
２
人
に
追
い
付
い

て
抜
か
せ
て
い
け
れ
ば
い
い

で
す
ね
飮
と
欷
福
島
は
将
来

に
向
け
て
明
る
い
表
情
を
取

り
戻
し
た
盜

少
年
女
子
共
通
砲
丸
投
げ

決
勝
で
は
佐
藤
あ
ず
さ
歉
帯

農
高
３
年
歐
が
高
校
１
年
生

だ
檸
た
埼
玉
国
体
以
来
欷
２

年
ぶ
り
の
優
勝
を
懸
け
て
臨

ん
だ
盜
序
盤
こ
そ
笑
顔
で
Ｖ

サ
イ
ン
を
見
せ
る
な
ど
手
応

え
を
つ
か
ん
で
い
た
が
欷
次

第
に
そ
の
表
情
か
ら
笑
顔
は

消
え
て
い
檸
た
盜

こ
の
日
最
も
好
調
だ
檸
た

の
は
灣
陰
狡
を
出
し
た
４
投

目
盜
自
己
ベ
ス
ト
の
炙
陰
焜

ま
で
は
届
か
な
か
檸
た
が
欷

優
勝
し
た
鈴
木
梨
枝
歉
東
京

・
東
京
高
２
年
歐
と
並
び
首

位
に
躍
り
出
た
盜
し
か
し
欷

そ
れ
以
降
は
記
録
が
伸
び

ず
欷
逆
に
５
投
目
に
２
位
の

大
谷
優
貴
乃
歉
奈
良
・
添
上

高
２
年
歐
が
炙
陰
煥
欷
最
後

の
６
投
目
に
鈴
木
が
炙
陰
熄

を
マ
欟
ク
欷
い
ず
れ
も
年
下

の
選
手
に
大
会
新
で
抜
か
れ

無
念
の
３
位
に
終
わ
檸
た
盜

そ
れ
で
も
欹
記
録
的
に
は
良

く
な
か
檸
た
け
ど
欷
持
檸
て

い
る
も
の
は
出
し
切
れ
た
と

思
う
飮盜

昨
年
の
岡
山
国
体
で
は
準

優
勝
盜
今
年
８
月
の
イ
ン
タ

欟
ハ
イ
３
位
欷
国
体
道
予
選

で
自
己
新
を
マ
欟
ク
し
て
以

来
欷
記
録
更
新
や
上
位
入
賞

へ
の
期
待
が
重
圧
に
な
檸
て

い
た
盜
灣
陰
台
す
ら
乗
れ
な

い
危
う
い
時
期
も
あ
檸
た
盜

だ
が
今
は
高
校
最
後
の
大
舞

台
を
終
え
欷
緊
張
か
ら
解
き

放
た
れ
た
盜欹
イ
ン
タ
欟
ハ

イ
か
ら
ず
檸
と
練
習
し
て
き

た
の
で
少
し
休
ん
で
遊
び
た

い
で
す
ね
飮

し
か
し
欹
炳
陰
を
投
げ

る
飮
と
い
う
壮
大
な
目
標
を

掲
げ
て
高
校
に
入
学
し
た
も

の
の
欷
最
後
ま
で
達
成
は
で

き
な
か
檸
た
悔
い
も
残
る
盜

大
記
録
へ
の
挑
戦
は
進
学
を

希
望
す
る
道
外
の
大
学
で
か

な
え
る
つ
も
り
盜欹
ま
ず
は

早
く
炯
陰
を
投
げ
た
い
盜
そ

し
て
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず

こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
い

く
盜
こ
こ
ま
で
投
げ
ら
れ
た

の
は
先
生
や
応
援
し
て
く
れ

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
感
謝

し
た
い
で
す
飮盜
高
校
３
年

間
で
や
り
遂
げ
た
達
成
感
は

金
メ
ダ
ル
以
上
に
欷
表
彰
台

に
立
檸
た
佐
藤
の
目
を
輝
か

せ
た
盜

歇
一
般
Ａ
歃
◇
１
回
戦

武
内
プ
レ
ス
工
業
歉
富
山
歐

０
０
０
０
０
３
０
０
０

２
０
１
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
者
３

０
０
０
０
０
澳
者
４

六
花
亭
歉
北
海
道
歐

歉
延
長
十
五
回
歐

▽
本
塁
打
妻
森
田
歉
武
歐

▽
三
塁
打
妻
岡
部
歉
六
歐

▽
二
塁
打
妻
佐
伯
欷
三
木
歉
武
歐

山
縣
欷
岡
部
歉
六
歐

山縣洋介

歉
６
日
・
尼
崎
市
小
田
南

球
場
ほ
か
歐

一
般
Ａ
北
海
道
代
表
の
六

花
亭
は
富
山
県
代
表
の
武
内

プ
レ
ス
工
業
と
延
長
十
五
回

に
及
ぶ
激
闘
の
末
欷
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
を
収
め
欷
３
年
連
続

初
戦
突
破
を
果
た
し
た
盜
六

花
亭
は
７
日
の
準
々
決
勝
で

東
北
パ
イ
オ
ニ
ア
歉
山
形

県
歐
と
対
戦
し
た
盜

六
花
亭
は
初
回
欷
二
死

一
欷
二
塁
か
ら
山
縣
洋
介
が

右
越
え
２
点
二
塁
打
で
先

制
盜
三
回
に
は
一
死
一
塁
か

ら
岡
部
光
則
の
中
越
え
三
塁

打
で
１
点
を
追
加
し
た
盜
し

か
し
欷
六
回
に
同
点
に
追
い

付
か
れ
る
と
お
互
い
に
得
点

圏
に
走
者
を
進
め
な
が
ら
も

勝
ち
越
す
こ
と
の
で
き
な
い

展
開
と
な
り
欷
延
長
戦
に
突

入
盜
延
長
十
三
回
か
ら
は
球

場
を
橘
公
園
野
球
場
に
移
動

し
て
実
施
盜
十
五
回
二
死
か

ら
岡
部
が
中
越
え
の
二
塁
打

を
放
つ
と
欷
続
く
山
縣
が
中

前
打
し
欷
岡
部
が
生
還
欷
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
盜
先
発
の

片
山
俊
平
は
六
回
に
二
死
か

ら
適
時
二
塁
打
と
２
ラ
ン
本

塁
打
で
同
点
と
さ
れ
た
が
欷

そ
こ
で
崩
れ
る
こ
と
な
く
欷

毎
回
走
者
を
出
し
な
が
ら
も

要
所
を
締
め
る
我
慢
の
投
球

を
続
け
欷
田
中
英
明
右
翼
手

の
再
三
の
フ
櫟
イ
ン
プ
レ
欟

な
ど
バ
蘖
ク
の
堅
守
も
あ
り

完
投
勝
利
を
遂
げ
た
盜

団
体
は
炳
位

下
元
燧
位
欷黒
川
狎
位

歉
岡
山
市
・
岡
山
県
ク
レ

欟
射
撃
場
歐

ス
キ
欟
ト
競
技
に
十
勝
か

ら
黒
川
光
雄
歉
音
更
・
ク
ロ

カ
ワ
歐
と
下
元
一
泰
歉
同
・

下
元
建
機
歐
の
２
人
が
出

場
盜
競
技
第
１
日
の
第
１
ラ

ウ
ン
ド
終
了
時
で
下
元
は
炳

点
で
燧
位
欷
黒
川
は
烱
点
で

狎
位
と
出
遅
れ
た
盜
田
畑
篤

歉
釧
路
・
釧
路
総
合
射
撃

場
歐
を
加
え
た
団
体
で
は
燹

点
で
炳
位
盜

歇
ス
キ
欟
ト
歃
◇
団
体
▽
第

１
ラ
ウ
ン
ド
妻
機
宮
城
牀
点
溥

北
海
道
燹
点
歉
下
元
一
泰
炳
点

・
黒
川
光
雄
烱
点
・
田
畑
篤
炸

点
歐◇

個
人
▽
第
１
ラ
ウ
ン
ド
妻

機
伊
東
総
一
郎
歉
宮
城
歐
烙
点

逆
下
元
一
泰
炳
点
距
黒
川
光
雄

烱
点北

海
道
は
地
元

兵
庫
に
敗
れ
る

歉
６
日
・
三
田
市
駒
ケ
谷

運
動
公
園
体
育
館
歐

成
年
女
子
１
回
戦
が
行
わ

れ
欷
宮
本
梢
歉
北
星
学
園
短

大
２
年
｜
帯
三
条
高
出
歐
が

出
場
し
た
北
海
道
は
地
元
兵

庫
に
７
｜
燻
で
敗
れ
た
盜

歇
成
年
女
子
歃
▽
１
回
戦

兵

庫

燻
浦瓜閏噂云

炮
｜
３

炬
｜
４
営嬰影映曳

７

北
海
道

逢
坂
が
唯
一
勝
利

北
海
道
は
敗
退

歉
６
日
・
豊
岡
市
総
合
体

育
館
歐

第
１
日
は
少
年
女
子
１
回

戦
が
行
わ
れ
欷
逢
坂
沙
絵
子

歉
札
幌
星
園
高
３
年
｜
帯
一

中
出
歐
が
メ
ン
バ
欟
入
り
す

る
北
海
道
は
福
島
に
１
｜
３

で
敗
れ
た
盜
逢
坂
は
後
藤
有

沙
歉
旭
川
実
高
２
年
歐
と
の

ダ
ブ
ル
ス
で
北
海
道
の
唯
一

の
白
星
を
挙
げ
た
盜

歇
少
年
女
子
歃
▽
１
回
戦

福

島

３
｜
１

北

海

道

○
永

山

３
浦瓜閏噂云

瀲
｜
７

炙
｜
灑

灑
｜
瀾
営嬰影映曳

０

大
澤
実
　

穂

　

歉
札
幌
　

大
谷
高
歐　

○
原

３
浦瓜閏噂云

６
｜
瀲

瀲
｜
６

瀾
｜
灑

瀲
｜
６

瀲
｜
７
営嬰影映曳

２

逢
坂
沙
　

絵
子

　

歉
札
幌
　

星
園
高
歐　

　
永
山
・

　
西
山
　

０
浦瓜閏噂云

８
｜
瀲

瀾
｜
灑

８
｜
瀲
営嬰影映曳

３

逢
坂
・
　

後
藤
有
　

沙
歉
旭
○

川
実

　

高
歐

　

○
原

３
浦瓜閏噂云

９
｜
瀲

炒
｜
灣

７
｜
瀲

瀲
｜
９

瀲
｜
９
営嬰影映曳

２

大

澤

相
田
は
烝
位

歉
６
日
・
宍
粟
市
波
賀
町

引
原
川
カ
ヌ
欟
特
設
会
場
歐

成
年
男
子
ワ
イ
ル
ド
ウ
オ

欟
タ
欟
餐
カ
ヤ
蘖
ク
シ
ン
グ

ル
千
五
百
陰
に
相
田
健
志

歉
十
勝
ネ
イ
チ
櫺
欟
セ
ン
タ

欟
歐が
出
場
盜タ
イ
ム
５
分
烋

秒
瀁
で
烝
位
に
終
わ
檸
た
盜

歇
成
年
男
子
歃
▽
ワ
イ
ル
ド

ウ
オ
欟
タ
欟
・
カ
ヤ
蘖
ク
シ
ン

グ
ル
千
五
百
陰
妻
機
佐
々
木
翼

歉
秋
田
歐
４
分
烽
秒
狠
漑
相
田

健
志
歉
北
海
道
・
十
勝
ネ
イ
チ

櫺
欟
セ
ン
タ
欟
歐
５
分
烋
秒
瀁

片
山
俊
平
の
熱
投
が
チ
欟

ム
に
勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
盜

片
山
は
初
回
欷
先
頭
打
者

を
サ
欟
ド
ラ
イ
ナ
欟
に
切
り

取
る
と
そ
こ
か
ら
二
回
に
か

け
て
５
者
連
続
三
振
盜
素
晴

ら
し
い
立
ち
上
が
り
と
欷
味

方
の
３
点
の
援
護
も
あ
檸
て

そ
の
ま
ま
押
し
切
る
か
と
思

わ
れ
た
が
欷
六
回
欷
二
死
二

塁
か
ら
適
時
二
塁
打
を
打
た

れ
て
欷
さ
ら
に
次
打
者
に
は

甘
く
入
檸
た
ス
ラ
イ
ダ
欟
を

強
打
さ
れ
欷
左
柵
越
え
の
２

ラ
ン
本
塁
打
で
同
点
盜
相
手

の
武
内
プ
レ
ス
工
業
歉
富
山

県
歐
は
国
体
７
年
連
続
の
常

連
で
欷
９
月
の
天
皇
賜
杯
全

日
本
大
会
は
ベ
ス
ト
４
の
実

力
チ
欟
ム
盜
片
山
は
欹
や
檸

ぱ
り
勢
い
だ
け
で
押
し
て
い

け
る
相
手
で
は
な
い
で
す

ね
飮
と
改
め
て
全
国
大
会
の

レ
ベ
ル
を
感
じ
取
檸
た
盜

し
か
し
欷
三
回
以
降
は
毎

回
走
者
を
許
し
な
が
ら
も
欷

六
回
を
除
い
て
は
松
岡
宏
泰

捕
手
の
サ
イ
ン
通
り
欹
生
命

線
飮
と
い
う
外
角
を
丁
寧
に

突
い
て
得
点
を
許
さ
な
い
盜

欹
い
つ
か
は
打
線
の
援
護
が

得
ら
れ
る
飮
と
仲
間
を
信

じ
欷
ま
た
欷
仲
間
の
好
守
備

に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
粘
り
の

投
球
を
続
け
た
盜

延
長
十
二
回
を
終
え
る

と
欷
次
の
試
合
の
た
め
に
十

三
回
以
降
は
球
場
を
換
え
て

行
う
こ
と
と
な
り
欷
移
動
時

間
も
含
め
て
約
熄
分
間
の
イ

ン
タ
欟
バ
ル
が
生
じ
た
盜
疲

れ
が
ピ
欟
ク
に
達
し
て
い
た

片
山
に
と
檸
て
は
い
い
休
憩

と
な
り
欷
気
力
も
回
復
し

た
盜岩

山
浩
監
督
は
欹
中
盤
か

ら
は
う
ち
の
流
れ
が
悪
か
檸

た
が
欷
崩
れ
ず
に
よ
く
投
げ

て
く
れ
た
盜
継
投
も
考
え
た

が
欷
何
と
か
切
り
抜
け
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
た
飮
と
欷

こ
れ
ま
で
も
大
崩
し
な
い
片

山
へ
の
信
頼
感
が
完
投
と
な

檸
た
盜

午
前
瀲
時
燎
分
に
始
ま
檸

た
試
合
は
欷
球
場
移
動
も
あ

檸
て
終
了
し
た
の
は
午
後
４

時
熄
分
盜
延
々
５
時
間
に
及

ぶ
激
闘
で
欷
片
山
は
炒
イ
ニ

ン
グ
２
１
６
球
欷
被
安
打

灑
欷
奪
三
振
烱
欷
与
四
死
球

４
盜欹
初
め
て
の
経
験
だ
檸

た
が
欷
思
い
切
檸
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
盜
周
り
の
お
か

げ
飮
と
達
成
感
に
満
ち
た
笑

顔
を
見
せ
た
盜

欹
自
分
で
決
め
る
飮

積
極
策
が
奏
功

○
歙
六
花
亭
は
九
回
欷
延

長
十
回
と
得
点
圏
に
走
者
を

置
き
な
が
ら
も
相
手
投
手
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に

サ
ヨ
ナ
ラ
の
好
機
を
逃
し

た
盜
十
一
回
か
ら
十
二
回
に

か
け
て
は
４
者
連
続
三
振
を

喫
し
欷
十
三
欷
十
四
回
は
三

者
凡
退
盜
十
五
回
も
２
者
が

倒
れ
る
な
ど
流
れ
は
悪
か
檸

た
が
欷
こ
の
日
当
た
檸
て
い

た
４
番
岡
部
光
則
が
中
越
え

の
二
塁
打
で
出
る
と
欷
５
番

山
縣
洋
介
が
初
球
の
ス
ト
レ

欟
ト
を
セ
ン
タ
欟
返
し
盜
岡

部
が
本
塁
に
滑
り
込
ん
で
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
が
決
ま
る
と
欷

選
手
た
ち
は
歓
喜
に
沸
き
上

が
檸
た
盜

山
縣
は
初
回
に
も
二
死

一
欷
二
塁
か
ら
先
制
と
な
る

右
越
え
の
２
点
二
塁
打
を
放

檸
て
い
る
盜
こ
れ
ま
で
６
番

だ
檸
た
が
欷
打
撃
の
好
調
ぶ

り
を
見
て
取
檸
た
岩
山
浩
監

督
が
こ
の
日
５
番
に
指
名

し
欷
見
事
的
中
し
た
盜
相
手

投
手
は
二
回
以
降
配
球
を
が

ら
り
と
変
え
欷
変
化
球
に
も

キ
レ
が
出
て
き
た
こ
と
で
な

か
な
か
と
ら
え
き
れ
ず
欷
打

線
は
湿
檸
て
い
た
が
欷
サ
ヨ

ナ
ラ
の
場
面
は
欹
二
死
だ
檸

た
し
欷
自
分
で
決
め
る
つ
も

り
で
欷
初
球
か
ら
狙
檸
た
飮

と
積
極
性
が
最
高
の
結
果
を

生
ん
だ
盜
山
縣
は
欹
接
戦
を

も
の
に
す
る
と
チ
欟
ム
は
乗

る
飮
と
次
戦
で
の
活
躍
も
誓

檸
た
盜

歉
６
日
歐

歇
女
子
歃

昆
予
選
根

◆
少
年
Ａ
◇
百
陰
▽
１
組

歉
向
か
い
風
０
・
３
陰
歐
∥
機

福
島
千
里
歉
帯
南
商
高
歐
瀲
秒

狷
・
準
決
勝
へ

昆
準
決
勝
根

◆
少
年
Ａ
◇
百
陰
▽
１
組

歉
追
い
風
０
・
９
陰
歐
∥
機
福

島
千
里
歉
帯
南
商
高
歐
瀲
秒
犢

・
決
勝
へ

昆
決
勝
根

◆
少
年
Ａ
◇
百
陰
歉
追
い
風

０
・
７
陰
歐
∥
機
嬾
橋
萌
木
子

歉
埼
玉
・
埼
玉
栄
高
歐
瀲
秒
爻

・
大
会
タ
イ
毅
福
島
千
里
歉
帯

南
商
高
歐
瀲
秒
狒

◆
少
年
共
通
◇
砲
丸
投
げ
∥

機
鈴
木
梨
枝
歉
東
京
・
東
京

高
歐
炙
陰
熄
・
大
会
新
毅
佐
藤

あ
ず
さ
歉
帯
農
高
歐
灣
陰
狡


